
平成28年9月5日 

報告者 武藤政美 1 

ベトナム人介護士 
採用活動報告    
（日程 平成２８年８月２８日～３０日） 

 
  訪問者 社会福祉法人 翠燿会     津川恵美子理事長 
                          総務課係長 武藤政美 
          株式会社ｵｰﾌﾟﾝｾｻﾐ           増子一豊会長 

外国人技能実習生採用報告会資料 
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ベトナムの概要 

国名    ベトナム社会主義共和国 

 

首都    ハノイ 

 

人口      ９，２５０万人(２０１４年） 

 

面積    ３５万㎢ 日本の80％ 

 

公用語  ベトナム語 

 

宗教   仏教 80％ 

 

国民性  素直 勤勉 従順 器用 

      親日家 

 

飛行時間 ５時間 
時差 日本－２時間  

日本 

韓国 中国 

タイ 

ベトナム 

ﾓﾝｺﾞﾙ 

首都：ハノイ 

３，６５０ｋｍ 
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ノイ・バイ空港  １階出口外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



•                 ・車とバイクが常に走っています 

•                 ・道路を横断するときは向かってくる車両を
よけ               よけながら一気に渡ります 

 

 

 

 

 

 

・街中が排気ガス臭いです 

・ヘルメットなしでバイクに 

 乗る人が多いです 
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ハノイ市内様子 （旧市街地付近の大通り） 
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旧市街(ハノイ市内）の様子 



6 

ベトナム訪問の目的 

２０２５年 約４０万人介護人材不足見込み 

 ↓ 

国内 

  介護人材確保対策  （参入促進 資質向上 労働環境・処遇改善）  

   

国外 

  外国人介護人材の活用 

   ・ＥＰＡ（経済連携協定）  ３か国 

     フィリピン2008～ インドネシア2009～ ベトナム（2014～） 

     実務４年間＋試験 合格すれば長期就労可能  ⇒ ハードル高 

   ・外国人技能実習制度  

    介護分野追加および対象職種実習期間延長の法改正 

                                 （Ｈ28.秋 成立予定） 
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職業教育訓練センター   正面入り口 
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実習生による出迎え 

写真 

メッセージ 
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ＶＩＥＴＬＵＣとの意見交換 

右側 
手前から 

 
 

元気庵 
増子会長 

 
IMAid 
フォン様 

（通訳担当） 
  

翠燿会 
津川理事長 

 
武藤 

左側 
手前から 

 
 

ＪＳＳ 
冨安理事 

 
ＶＩＥＴＬＵＣ 
ナムＣＥＯ 

 
ハウ教育 
センター長 

 
ザン副ＣＥＯ 

 
ソン課長 
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ＶＩＥＴＬＵＣとの意見交換 
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校内の様子 

  ←１日の時間割 

 

        ↓階段に漢字と仮名 



                ベトナム人日本語教師（有資格者）による 

                               （クーラーはありません。） 

 

） 

 

 

 

 

２階の階段を上がり 

左側に教室   
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授業風景 



                     鉄製のベッド枠に、べニア板を敷き 

                     その上にゴザを敷きます。冬はダウ 

                     ンジャケットを着て寝ます。 

 

 

 

 

１０畳程の部屋に２段ベッドが 

８台 １６名が利用しています。 
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寮の様子 



                     別棟にシャワー室とトイレがあります。 
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シャワー室とトイレ 
•          

 

 

 

 

 

 
 

 手前から 

 男性用シャワー室とトイレ 

 女性用シャワー室とトイレ 



15 

食堂の様子 

 

 

       別棟１階 厨房です 

 別棟２階 食堂です 
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法人紹介 

写真 
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法人説明 

写真 

メッ
セー
ジ 
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説明を聞く学生 

写真 
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面接の様子 

３人一組で質疑応答 
２０～３０分程度 
 



20 

面接を終えて 

 

写真 

メッセージ 
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今後の課題  訪問を終えて 

・実習生に介護職としての自覚をもたせる （意識づけ） 

    「出稼ぎ」 ＜ 「介護」 

・介護技術の習得 

    質の低下は事故につながるため日本人職員の指導が重要 

    夜勤業務（２年目から）可能 記録作成方法の見直し？ 

・受入れ側の準備体制  

    生活面を含めた総合的な支援 

      (１期生が発信する評判が２期生以降に情報として伝わる） 

    今後も増え続けていく事が予想される外国人労働者への対応 

      （介護人材不足解消は困難な見込み）  

      （高コストの派遣労働者 低コスト外国人労働者） 

 


